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１．新しい交通計画が何故必要なのか？
　①人口減少社会が都市交通計画にどう作用しているか
　②超高齢化社会、人口減少社会と都市縮退計画の現実解
　③都市縮退計画と地域公共交通計画の連携の視点
　④「市民の生活」に目を向けた公共交通計画への転換の必要性

２．海外のＳＴサービスと日本の移送サービス―制度・質の差異と今後の展開
　 ①英国、米国・カナダ、スウェーデンの移動困難者の交通システム
     ②ホンコン、台湾にも遅れを取る日本の移送サービスの実態
     ③日本の移送サービスの制度・システムの課題と今後

３．超高齢社会・介護保険と介護タクシー・移動サービス
　 ①超高齢社会は移動困難な高齢者の増加をもたらす
　 ②介護需要や通院・移動ニーズの増大へどう対応するか
　 ③介護保険制度の仕組みとサービスの限界の問題
　 ④自治体の交通・移動サービスの課題
　 ⑤自治体施策としてのこれからの地域交通・移動サービス

４．質疑＆総括

オムニバス講座の開催に向けて
今までの都市交通計画は人口増加の中で実施してきたものです。2000年代に入って、まだ影響は少ないですが人口が減少する社会になって
きました。空き家が増えたり、商店の売り上げが伸びなかったり、バスの利用者が減少するということも、人口減少と無関係ではありません。
本講義は新しい超高齢社会、人口減少社会における都市の縮退計画の中で、交通をどのように組み立て直すかに焦点を当て、自治体が、交通
だけに目を向けた交通計画から「市民の生活」に目を向けた交通計画へと転換を図る必要性をお話します。　　     　(2015年4月　秋山哲男)

増大する交通・移動難民――――――――サービスの構築とシステム・主体、実現施策



１．デマンド交通～その歩みと特性～
２．地域公共交通の維持・活性化の視点から見る
　　　　　　　　　　　　　　デマンド交通とその位置づけ
３．デマンド交通導入事例増加の背景

１．デマンド交通の落とし穴
２．デマンド交通の特性・適正と課題
　　～本当にデマンド交通が必要とされているのか～

１．交通ネットワーク構築上の役割
　　　　　～デマンド交通と路線バス、タクシー、ＳＴＳとの機能分担
２．デマンド交通の事業採算のあり方と運行事業者の参画

１．どんなロケーションにどのようなデマンド交通が効果的なのか
２．タクシーは究極のデマンド交通
　　　　　　　～一般タクシーを活用した生活交通確保への挑戦～
３．超高齢化・人口減少社会におけるデマンド交通の近未来像
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